
利用の流れ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（※）心身の状況や利用したいサービスによっては、要介護認定（新規・更新）を受けずに、介護

予防基本チェックリストの確認のみで、サービスを利用することができるようになります。 

 

介護予防・生活支援サービス事業

を利用できます。 

（別紙参照） 

【65歳以上の高齢者】 

相談窓口（地域包括支援センター・介護長寿課）に相談します。 

介護長寿課または地域包括支援センターで 

介護予防基本チェックリストを受けます。 

生活機能の低下がみら

れた人（事業対象者） 

自立した生活を送れる人 

●介護予防ケアマネジメント 

地域包括支援センターで、本人や家族

と話し合い、ケアプランを作成しま

す。 

一般介護予防事業を利用

できます。（別紙参照） 

介護長寿課窓口で 

要支援・要介護認定申請 

従来の介護（予防）サービスを利用でき

ます。（一般介護予防事業も利用可能） 

総合事業 

 
 

 

非該当 

（自立）の人 

要支援 

1･2の人 

要介護 

１～5の人 

認定審査会 

審査・判定 

2号 該当 2号 非該当 

（※） 


